石原フランス差別語発言訴訟・原告集会2009.4.18.
弁護士　酒井　幸

石原フランス語差別発言訴訟を振り返る
第１　訴訟の結果をどう見るか

　　　第１審から最高裁まで

　　　判決文に見る石原批判・・・積極面にも目を向けよう
第２　経過
１　石原発言・・・2004年10月19日

２　公開質問状（約100人）・・・2005年2月25日

３　裁判に向けた活動
　　打ち合せ第１回・・・2005年3月14日

　　2005.5.12.ホームページの立ち上げと原告と賛同者の募集開始
　　2005.5.28-29. 日本フランス語フランス文学会、日本フランス語教育学会の春季大会にて、ベルカンヌ氏、抗議のアピール。
2005.10.28. 明治大学で「抗議する会」報告集会開催
2007.2.19   代表マリック・ベルカンヌと日本人原告一名がフランス大使館を訪問
2007.3.1 　 代表マリック・ベルカンヌより、パリ市、渉外担当ステファヌ・ヴィスコンティ氏へのメール
2007.12.9　「2007　東京の教育――争点と真実、私たちが今できること」集会で、マリック・ベルカンヌが特別報告
2008.3.1　　中央大学仏語仏文学研究会『仏語仏文学研究』第40号に、三浦信孝「日本におけるフランス語の擁護」（2007年4月13日、地裁での意見陳述のフランス語訳）掲載
2008.3.31　 中央大学人文科学研究所「総合的フランス学の構築」チーム公開セミナー (協力　GEFCO現代フランス研究会、日仏会館フランス事務所「フランス語と司法/正義（justice）」)
４　訴訟
　（地裁）

　　第1次訴訟：提起・・・2005年7月13日　 原告21人

　　第２次訴訟：提起・・・2005年11月17日　原告14人

　　国賠訴訟：提起・・・・2007年3月19日　　原告74人（現18、新56）

　　判決・・・2007年12月14日

　　　（原告のべ91人。原告意見陳述　計12人）

　（控訴審）

　　控訴申立・・・2007年12月28日（36人）
　　控訴審判決・・・2008年9月10日
　（上告審）

　　上告申立・上告受理申立・・・2008年9月24日（22人）
　　上告棄却・上告受理申立棄却・・・2009年1月30日
５　賛同者・支援者・・・340人
第３　石原訴訟の周辺

　１　訴訟はどのように支えられたか（内部）
　　　ベルカンヌ氏・・・核になった信念・揺らぎのない一貫性・原告団と賛同者との協調の中心・弁護団との協調

　　　原告団・・・３次にわたる訴訟提起

　　　　　　　　　二次的テーマの取り込み（都立大問題）

　　　　　　　　　ゆるやかな集団という特徴

・参加意欲の濃淡

・結集の難しさ・・傍聴・HP・控訴・上告への参加など

　　　　　　　　　日仏（仏語圏）の協同（原告団だけでなく運動全体）

　　　賛同者・・・運動の広がり

　　　弁護団

２　訴訟はどのような意味を持ったか（外部）
　　社会的な注目（別紙マスコミ報道一覧）

　　　　注目された理由は何か　　国内・海外

　　　　それによってどのような効果（成果）が生まれたか

　　裁判所の姿勢をどう見るか

　　石原に与えた影響

　　　　石原を見る社会の目は変わったか

　　　　石原は変わったか

　　「文化」を問うた意味
第４　残された課題

　１　意義の継承

　２　法廷通訳問題
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